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『港湾における気候変動対策の新たな可能性の提案

～浚渫土砂の有効活用による炭素貯留とブルーカーボン

生態系の創出の有効性～』を刊行します
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本資料では，カーボンニュートラルポート（CNP）政策のより確実な推進を目的として、浚渫土砂

の有効活用を通じた安定的な封じ込めにより、含まれる有機炭素の貯留効果を港湾における新たな

気候変動対策として提案しています。封じ込めによる炭素貯留に加え、ブルーカーボン生態系（BCE）

の基盤材を浚渫土砂の有効活用先とすることで BCE による炭素貯留効果が増加し、これらの対策が

CNP の実現と残余排出の吸収に大きな意義を持つことが明らかとなりました。
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